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                 第５学年  算数科学習指導案 

 

                                       日 時   平成２８年９月３０日（金）５校時 

                                       児 童   男１２名 女６名   計１８名 

                                       指導者 浦嶋 健次  

 

 

１ 単元名  分数をもっとくわしく調べよう 

 

２   単元について 

（１）教材について  

   本単元は、以下の小学校学習指導要領第５学年の内容に基づいて設定されている。  

   児童は、分数については、第２学年における
1

2
 、

1

4
 などの簡単な分数を学習することを

はじめとして、第３学年において「分母」「分子」の用語を扱うなど、分数の意味や表し

方について本格的な学習をしてきた。また、第４学年では、「真分数」「仮分数」「帯分

数」の用語を扱い、分数の意味や表し方について理解を深めるとともに、大きさの等しい

分数の存在に気づかせる活動を通して、分数についての理解を深めてきている。さらに第

５学年第８単元「分数と小数、整数の関係」の学習では、わり算の商という分数について

の新しい意味を学習してきた。  

これらの学習を想起させながら、学習を進めていく。  

 

（２）児童について 

児童は、算数の学習に対する意欲が高く、習熟に行う練習問題にも進んで取り組んでい

る。また、新しい内容の学習には、既習事項を活用して解こうとする意欲が高く様々な考

えを出し合うことができる。その一方で自力解決では、既習をどう生かして考えればよい

のか分からず、支援を必要とする児童もいる。集団解決では、少数ではあるが、筋道を立

てて説明したり根拠を説明したりできる児童もいるが、自力解決できているものの、どの

ように説明すればよいか困って話せない児童が多い。 

   本単元に関わるレディネステストの結果は、次の通りである。 

＜既習＞ 

・
11

8
 を帯分数になおす・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83.3％  

・ 1
5

9
 を仮分数になおす・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83.3％  

・（
5

8
 ，

10

8
 ，

8

8
 ）を小さい順にならべる  ・・・・・・・・・・・ 94.4％  

Ａ数と計算  

（４）分数についての理解を深めるとともに、異分母の分数の加法および減法の意味に

ついて理解し、それらを用いることができるようにする。 

   ウ 一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は、元の分数と同

じ大きさを表すことを理解すること。 

   エ  分数の相等及び大小について考え、大小の比べ方をまとめること。 

   オ  異分母の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え、それらの計算が

できること。  
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・（
4

4
 ，

4

9
 ，

4

5
 ）を小さい順にならべる  ・・・・・・・・・・・ 27.8％  

・ 3と 4の公倍数を小さい方から３つ答える・・・・・・・・・ 88.9％  

・ 12と 15の公約数を全て答える・・・・・・・・・・・・・・ 83.3％  

・ 6と 8の最小公倍数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83.3％  

・ 16と 24の最大公約数・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100％  

・
3

5
 ＋

1

5
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・94.4％ 

・ 2
3

7
 ＋

6

7
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・72.2％ 

・
5

8
 ―

2

8
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100％  

・ 2
4

9
 ―

8

9
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61.1％ 

 

＜未習＞  

・（
1

2
 ，

2

3
 ）の小さい方を答える・・・・・・・・・・・・・・ 72.2％  

・（
5

6
 ，

2

3
 ）の小さい方を答える・・・・・・・・・・・・・・ 72.2％  

・
1

2
 ＋

1

4
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.6％ 

・
2

3
 ＋

1

6
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.6％ 

・
1

3
 ―

1

4
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.6％ 

既習の問題で、正答率が低かったものは、補充指導したり、授業中に確認したりしながら、

進めていきたい。  

 

（３）指導について 

本単元では、分数について理解を深めるとともに、異分母の分数の加法や減法

の 計 算 の 仕 方 を 考 え 、 そ れ ら の 計 算 が で き る よ う に す る こ と を ね ら い と し て い

る。「異分母の分数の加減計算」では、真分数をはじめ仮分数や帯分数を含むも

のを指導する。その際、単に複雑な計算指導に終始するのではなく、計算を通し

て分数についての理解を深め、今後の学習に活用できることを意識して指導した

い。  

  分数は、同じ大きさではあっても様々な表し方があることが大きな特徴といえ

る。そして、この様々な表し方を考えることが、「約分」「通分」につながる。

したがって、導入時においては、わり算を使って分数の大きさが等しいことを確

かめた後、「大きさの等しい分数」をつくる筋道を、特に大切に扱いたい。また、

「通分」については、２つの分数の大きさ比べにとどまらず、３口の場合も十分

に時間をかけて扱うことで適用範囲を広げていきたい。  

  また、異分母の分数の加減計算におけるつまずきの多くが約分や通分をする場

面や、和や差を求めた後に既約分数にしていない点にみられることから、学習サ

ポートは、机間指導をしながらこれらのつまずきに対して児童が気付くことがで

きるように支援していく。加えて、分数には同じ大きさを表す様々な表記がある

ことの理解が不十分な状態であればあるほど、そのつまずく傾向は強くなってく
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ることから、これらのつまずきを解消する意味でも、同じ大きさを表す分数が多

様にあることや、その表し方を数直線や面積図を用いて、視覚的にとらえさせて

いくなど、支援の仕方を工夫する。  

 

３ 単元の目標 

   分数の性質や異分母の分数の加法及び減法の意味について理解し、それらを用いることが

できるようにするとともに数についての感覚を豊かにする。 

【関心・意欲・態度】  

大きさの等しい分数の存在を認め、約分や通分の意味や異分母の分数の加法及び減法の計

算の仕方を考え、分数の意味の理解を深めようとする。 

【数学的な考え方】 

単位の考えに着目して、分母をそろえることの意味を考え、異分母の分数の加法及び減法

の計算をとらえることができる。 

【技能】 

約分、通分や異分母の分数の加法及び減法の計算をすることができる。 

【知識・理解】 

分数の性質や約分、通分の意味、異分母の分数の加法及び減法の意味やそれらの計算の仕

方について理解する。 

 

４ 教材の関連と発展  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導計画（１２時間） 

 

時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）大きさの等しい分数 上p.104～110 ４時間 

１ 

 

〔プロローグ〕 

p.104の4人の考えなどを参考にし，分数についての既習内容を振り返る。 

所要時間は10分程度 

○分数の分母と分子に同じ

数をかけても，同じ数で

わっても，分数の大きさ

は変わらないことを理解

する。 

1/4と大きさの等しい分数のつくり方を

考える。 

1/4＝4/16であることを確かめる。 

分数の性質として大きさの等しい分数

のつくり方をまとめる。 

□考 大きさの等しい分数間にあるき

まりを見出し，大きさの等しい分

数のつくり方を考えている。 

□技 大きさの等しい分数をつくるこ
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とができる。 

２ ○「約分」の意味について理

解する。 

18/24と大きさの等しい分数の見つけ方

を考える。 

用語「約分」を知り，方法をまとめる。 

□関 約分すると分数の大きさが分か

りやすいことのよさに気づいて

いる。 

□知 分数の性質を使った，大きさの

等しい分数の見つけ方を理解し

ている。 

３ ○「通分」の意味について理

解する。 

 

3/4と 4/5の分数の大きさの比べ方を考

える。 

用語「通分」を知り，方法をまとめる。 

□技 異分母の分数を通分することが

できる。 

□知 分数の性質を使った，分数の大

きさの比べ方を理解している。 

 

４ 1/2と2/3と1/4の通分の仕方を考える。 

適用問題に取り組む。 

（2）分数のたし算とひき算 上p.111～114 ５時間 

５ ○異分母の分数の加減計算

の意味を理解し，その計

算ができる。 

1/5＋1/2の計算の仕方を考える。 

通分してから計算することをおさえる。 

1/5と1/2の大きさを比べる。 

1/2－1/5の計算の仕方を考える。 

加法も減法も通分してから計算すれば

よいことをまとめる。 

計算練習をする。 

□考 異分母の分数の加減計算の仕方

について，分母をそろえることの

意味を考え，説明している。 

□技 異分母の分数の加減計算ができ

る。 

６ ○約分ができる場合の加減

計算の仕方を理解し，そ

の計算ができる。 

1/6＋3/8の計算の仕方を考える。 

途中で約分するほうが手際のよいこと

をおさえる。 

計算練習をする。 

□技 異分母の分数の加減計算（約分

あり）ができる。 

□知 答えが約分できるときは約分す

ると大きさが分かりやすいこと

や，分母を最小公倍数にすると計

算しやすいことを理解している。 

７ 

本

時 

○帯分数の加法計算の仕方

を理解し，その計算がで

きる。 

1と3/5＋2と1/3の計算の仕方を考える。 

通分してから整数部分，分数部分どうし

を計算する方法と，仮分数になおして通

分して計算する方法があることをおさ

える。 

計算練習をする。 

□考 帯分数の加法計算の仕方を，帯

分数の構造や既習の真分数の計

算を基に考え，説明している。 

□技 帯分数の加法計算ができる。 

８ ○帯分数の減法計算の仕方

を理解し，その計算がで

きる。 

 

 

 

 

 

帯分数の加法計算の仕方を基に， 2と

3/4-1と2/3の計算の仕方を考える。 

計算練習をする。 

□考 帯分数の減法計算の仕方を，帯

分数の加法計算の仕方を基に考

え，説明している。 

□技 帯分数の減法計算ができる。 
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９ ○分数と小数の加減混合計

算ができる。 

2/5＋0.3の計算の仕方を考える。 

小数を分数で表せばいつでも計算でき

ることを理解する。 

計算練習をする。 

□知 分数と小数の加減混合計算で

は，小数を分数で表せばいつでも

計算できることを理解している。 

（3）時間と分数 上p.115 １時間 

10 ○分数を用いた時間の表し

方を理解する。 

45分を時間の単位で表すことを考える。 

9/12時間，3/4時間が45/60時間と等しい

ことを通分して確かめる。 

□技 時間の単位を変えて分数で表す

ことができる。 

まとめ 上p.116～117 ２時間 

11 ○学習内容を適用して問題

を解決する。 

「力をつけるもんだい」に取り組む。 
□技 学習内容を適用して，問題を解

決することができる。 

12 ○学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

「しあげ」に取り組む。 
□知 基本的な学習内容を身につけて

いる。 

 

６ 本時の指導 

（１）目標 帯分数の加法計算の仕方を理解し、その計算ができる。 

 

（２）評価規準 

観  点 概ね満足できる児童の姿 努力を要する児童への手立て 

【数学的な考え方】 

帯分数の加法計算の仕方を，

帯 分 数 の 構 造 や 既 習 の 真 分 数

の計算を基に考え，説明してい

る。  

帯 分 数 は 整 数 と 分 数 に 分 け ら

れ る こ と を 想 起 さ せ る 。 ま た 、

仮 分 数 に な お す こ と が で き る こ

とを想起させる。  

 

（３）研究主題に関わっての授業構想  

  つ かむ 段階 に おい て 、 前時 まで に 学習 し た 計算 との 共 通点 と 相 違点 を考 え さ

せ、帯分数の整数をどのように処理するかを考えさせる。その際、帯分数は整数

と分数に分けられること、また仮分数になおすことができることに気が付かせ、

話 合 い 活 動を 通 して計 算 方 法 は２ 通 りの方 法 が あ るこ と に気が 付 く こ とが で き

るようにしていく。  

振り返りの場面では、計算で求めた和の 3
14

15
 と

59

15
 が同じ大きさであることを確認す

るとともに、帯分数のまま計算するよさと仮分数になおして計算するよさについてそれぞれ

理由もつけて自分の考えを話し合わせることで、２種類の計算方法についての理解を深めら

れるようにする。 
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（４）展 開 

 

段階 

 

 

 

      学習活動 

 

 

  

 主な発問と 

  予想される児童の反応 

 

・指導上の留意点 

○主題に関わる留意点 

◇つまずきへの手立て 

【考】評価 

  

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

１  問題を把握する。 ○前回までの問題とどこが同
じですか。  

・分数のたし算。  
 
○ど こ が 変 わ り ま し た か 。  
・帯分数になった。  
 
 
 
 
 
 
○どのように計算できそう

ですか。  
・帯分数のままで、整数と

分数に分けて計算する。 
・仮分数になおして計算す

る。  
○分母はいくらですか。  
・５と３。  
・通分が必要。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○子どもたち同士の話し

合いを通して、帯分数
のままで計算する方法
と仮分数になおして計
算する方法の２通りが
あることに気付かせた
い ｡ 

 
 

 
 1

3

5
 +2

1

3
 の計算のしか

たを考えましょう。  

 

 
 
２  課題を設定する。 
   帯分数の計算のしか

たを考えよう。 

 

 
３  解決への見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 確 

 か 

 め 

 る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分  

 

４  課題解決をする。 

（１）自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）集団解決をする。 

  

・帯 分 数 の ま ま 計 算 す る 。  

（式） 1
3

5
 +2

1

3
 ＝1

9

15
 +2

5

15
  

                 = 3
14

15
  

（答え） 3
14

15
  

 
 
・仮分数になおして計算す
る。  

（式） 1
3

5
 +2

1

3
 ＝

8

5
 +

7

3
  

                 = 
24

15
 +

35

15
  

= 
59

15
  

（答え）
59

15
  

 
・自分の計算方法を説明し

ましょう。  
 

○3
14

15
 と

59

15
 の大きさは等しい

ですか。  

・同じ。  

 
◇計算方法を選択できな

い児童について支援す
る。（学サ）  

 
 
 
 
 
 
◇まずは仮分数になおし

てから通分する手順を
確認する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
【考】帯分数の加法計算

の仕方を、帯分数の構
造や既習の真分数の計
算を基に考え説明して
いる。  

（発言内容）  
・帯分数や仮分数にそろえ

て確かめる。  
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確  

か  

め  

る 

○帯分数のまま通分した
時、整数の１や２は大き
くしないのですか？  

・ 1
3

5
 と1

9

15
 は１とあと 0.6

で同じ大きさだけど、

3
9

15
 にすると３とあと0.6で

大きさが変わってしまう。  

○帯分数のままの計算と仮分
数になおす計算では、どち
らがやりやすいか、その理
由もつけて発表しましょ
う。  

・帯分数のままの方が仮分数
になおす手間がない。  

・帯分数のままの方が小さい
数で計算できている。  

・答えが帯分数の方が大きさ
がつかみやすい。  

・仮分数になおすと整数と分
数の２種類の計算ではなく
分数だけ計算すればいいと
ころがよい。  

○帯分数の整数部分の扱
いに着目させることで
分数の大きさについて
も理解させる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○それぞれの考えを比較

し、よさを話し合うこ  
とで、次にどちらの方  
法でやってみたいか考
えさせる。  

 
 
○グループごとに、自分

が感じた良さを伝え合
わせるようにする。  

 
 

 

 

ま 

と 

め 

る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

分  

 

５  学習のまとめをする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
○問題を解きましょう。  
 
 
○今日の学習で分かった

ことや気を付けたいこ
とを書きましょう。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇数量の関係をつかめな

い児童について支援す
る（学サ）  

 
○本時の学習の成果につ

いて児童自身が実感で
きるように振り返らせ
る。  

・２通りの計算方法につ
いて、自分が感じた良
さを書く。  

・学習を通し、新しく覚  
えたこと、身につけた  
力を書く。  

 

  帯分数の計算では、整

数と分数に分けたり、仮

分数になおしたりする

と計算できる。 

 
 
 
 
 

 
 
６  適用問題を解く。 
・ P.113△4 に取り組む。  
 
７  本時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８  次時の学習を知る。 
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７ 板書 

  問題                        課題              まとめ 

 

 
1

3

5
 +2

1

3
 の計算のしかた

を考えましょう。 

 

 

帯分数の計算のしかた

を考えよう。 

 

 

帯分数の計算では、整数

と分数に分けたり、仮分数

になおしたりすると計算

できる。 

 

 

見通し      集団解決                                    練習問題 

・帯分数のまま      

・仮分数になおす  

 

 

 

(式 )1
3

5
 +2

1

3
 ＝1

9

15
 +2

5

15
  

             = 3
14

15
  

(答 え )3
14

15
  

 

(式 )1
3

5
 +2

1

3
 ＝

8

5
 +

7

3
  

             = 
24

15
 +

35

15
  

= 
59

15
  

(答 え )
59

15
  

 


